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《セミナー》 

 

ライフテクノロジーズ セミナー 

〜 次世代シーケンサ新時代，蛍光イメージング 〜 

 

科学分析支援センター 畠山 晋 

 

開催日：平成 25年 9月 25日（水）13:30〜15:00 

ご協力：ライフテクノロジーズジャパン株式会社 

出席：19 名 

ライフテクノロジーズジャパン株式会社様のご協力によって，DNA シーケンサと蛍光イメージング

の 2 本立てでセミナーが開催された． 

ライフテクノロジーズジャパン株式会社・フィールドアプリケーションサイエンティストの徳永裕子氏

により，パーソナルタイプの次世代シーケンサの紹介があった．IonPGM は，DNA 複製時に放出さ

れる水素イオンを半導体センサーが検出し，塩基を解読するというシンプルかつ斬新なアイディア

に基づくものである．蛍光標識を必要としないために，低コスト解析が可能となるものである．イオン

トレントと呼ばれるこの技術は，開発以来アプリケーションの幅が拡大し，RNA の直接シーケンシン

グにも応用できるようになった．このため，発

現解析，small RNA解析など，近年の遺伝子

機能解析のトレンドに合致している． 

続いては，モレキュラープローブ社のテクニ

カルセールススペシャリスト・鶴丸優介氏によ

り，蛍光イメージングについてのテクニカルセ

ミナー．蛍光プローブ，オルガネラの蛍光試

薬において多くのラインナップを有する同社

の商品は，バイオ研究では最も多く使用され

ていると言える．蛍光イメージングの基礎が分

かりやすく解説されたのち，細胞内のオルガ

ネラの観察や，細胞内分子のラベリングの技

術が解説され，さらに，新たな BacMan テクノ

ロジー，BrdUに代わる DNA ラベリング法など，

最新技術が紹介された．近年では，パーソナ

ルユースの顕微鏡の画像解像度と処理能力

が上昇したために，ラボレベルでも鮮明なオ

ルガネラ観察が可能になりつつある．その面

において，同社の提供する商品は有力であ

る． 

 


